
新潟国際情報大学 学報　国際・情報　令和2年7月発行　2020年度 No.2新潟国際情報大学 学報　国際・情報　令和2年7月発行　2020年度 No.2

Vol.87国際 情報
［本校］〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1

tel. 025-239-3111  fax. 025-239-3690
［新潟中央キャンパス］〒951-8068 新潟市中央区上大川前通7-1169

tel. 025-227-7111  fax. 025-227-7117
https://www.nuis.ac.jp somu@nuis.ac.jp 令和2年7月30日 発行学 報

Facebookページ
https://www.facebook.
com/nuis.face

NUISホームページ
https://www.nuis.ac.jp
（スマートフォン対応）

Twitter
@nuis_nabbit

YouTube
公式
チャンネル

Instagram

　
「
浜
崖
」は
、砂
浜
海
岸
に
形

成
さ
れ
る
通
常
数
10
セ
ン
チ
程

度
の
高
さ
の
小
崖
の
こ
と
で
、

新
潟
県
内
の
海
岸
に
も
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
こ
の
冬
、

新
潟
市
青
山
海
岸
に
出
現
し
た

浜
崖
は
崖
高
が
最
大
2
．
2
メ

ー
ト
ル
に
達
し
、
崖
の
長
さ
も

７
０
０
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も

の
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模

な
浜
崖
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

青
山
海
岸
で
は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

が
１
９
８
０
年
代
前
後
に
設
置

さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
こ
と
で

す
。
新
潟
日
報
、
B
S
N
に
相

次
い
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

そ
の
た
め
で
す
。

　

今
回
の
浜
崖
が
平
均
的
な
海

面
よ
り
も
5
〜
7
メ
ー
ト
ル
高

い
位
置
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
冬
の
間
に
異
常

な
暴
浪
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
崖
の
状
況
か
ら
み

て
、か
な
り
短
時
間
（
例
え
ば
、

一
晩
）
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
述
し
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
2
〜
3
メ
ー
ト
ル
も
の
厚

さ
の
砂
層
に
埋
も
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
浜
崖
の
形
成
に

と
も
な
っ
て
再
露
出
し
た
の
で

す
。
１
９
７
０
年
代
に
は
、
新

　

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
で
あ

る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
」
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
地

域
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
（
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
目
指
す
「
新
潟
に
し
か

ん
地
域
循
環
共
生
圏
協
議
会
」
が
、
3

月
31
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
に

は
、
本
学
の
ほ

か
、
岩
室
温
泉

旅
館
組
合
、
岩
室
温
泉
観
光
協
会
、
岩

室
温
泉
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む

ろ
や
、
お
ら
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
い
が
た

市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ　

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
が
参
加
し
、
共
同
代
表

に
本
学
の
佐
々
木
寛
・
国
際
学
部
長
と

岩
室
温
泉
旅
館
組
合
の
岡
﨑
秀
・
組
合

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
こ
の
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

「
地
域
循
環
共
生
圏
」
と
い
う
、
観
光
、

教
育
、
農
業
な
ど
地
域
に
あ
る
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
な
が
ら
環
境
・
経
済
・
社

会
を
向
上
さ
せ
、
自
立
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
学
の
学
生
が
岩
室
地

域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
、

地
元
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ

た
り
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を

自
ら
見
つ
け
、
そ
の
解
決
策
を
岩
室
地
域

に
関
わ
る
多
様
な
人
々
と
と
も
に
探
求
す

る
と
い
う
内
容
で
す
。本
学
に
と
っ
て
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
新

た
な
教
育
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体
「Rain-

青山海岸に「浜崖」が出現

澤口晋一教授のレポート

一瞬で波に消えた砂浜

　

「
猖
獗
を

極
め
る
」
と

は
こ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た

の
か
。
年
明

け
早
々
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
騒
が
れ
始
め
、
3
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
特
別
措
置
法
が
成

立
。
4
月
に
は
東
京
、
神
奈
川
ほ
か
の
7
都
府

県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
か
と
思
う
間

も
な
く
、
対
象
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の

は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
間
私
た
ち
は
い
ち
早
く
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
」
を
起
ち
上

げ
、
卒
業
式
、
入
学
式
の
取
り
扱
い
や
新
年
度

の
授
業
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
詳
細

は
後
述
の
と
お
り
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
こ

ま
で
円
滑
に
進
行
中
で
す
。

　

ま
た
大
学
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
強
い
要
望
に
応
え
、
学
生
一
人

当
た
り
5
万
円
の
修
学
支
援
金
を
配

布
致
し
ま
し
た
。
大
学
と
し
て
は
こ

う
し
た
困
難
の
中
に
お
い
て
も
在
学

生
の
み
な
ら
ず
将
来
入
学
し
て
く
る

学
生
の
皆
さ
ん
に
良
好
な
施
設
、
環

境
を
整
備
維
持
し
、
そ
の
中
で
質
の

高
い
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
そ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
そ
の
中
で
取
り
得
た
精
一
杯
の
支

援
策
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
経
済
的
苦
境
に
立

た
さ
れ
学
費
等
の
納
入
に
も
難
渋
し
て
い
る
学

生
さ
ん
た
ち
が
多
い
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
こ
れ
に
対
し
て
は
政
府
に
よ
る
「
学

び
の
継
続
の
た
め
の
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」

な
ど
の
支
援
制
度
も
整
備
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
是
非
併
せ
て
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
世
界
史
の
中
を
生
き
る
」
。
お
か
し
な
言

い
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
数
か
月
の
経

験
で
そ
の
感
を
強
く
持
た
さ
れ
た
気
が
致
し
ま

す
。
災
害
列
島
日
本
の
中
で
私
た
ち
は
地
震
、

台
風
、
大
雨
な
ど
多
く
の
厄
災
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
世
界
で
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
発
生
し

メ
デ
ィ
ア
で
瞬
時
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
て

も
、
実
際
に
渦
中
に
い
な
い
限
り
、
ど
こ
か
切

り
離
さ
れ
た
遠
い
世
界
の
話
の
よ
う
に
感
じ
て

し
ま
う
。
お
ま
け
に
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ

の
記
憶
も
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
は
違
い
ま
す
。
局
地
的
な

厄
災
に
留
ま
ら
ず
瞬
時
に
世
界
中
に
伝
播
し
、

あ
た
か
も
世

界
同
時
多
発

的
に
発
生
し

た
よ
う
な
様

相
で
す
。
そ

し
て
今
な
お

世
界
の
あ
ち

こ
ち
で
進
行
中
で
す
。

　

幸
い
日
本
で
は
事
態
が
一
段
落
し
た
と
の
認

識
の
下
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
移
行
が

始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
今
後
想
定

さ
れ
て
い
る
第
2
波
、
第
3
波
へ
の
備
え
は
必

須
で
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
私
た
ち
が
出

来
る
こ
と
は
誠
実
に
本
分
を
尽
く
し
毎
日
を
送

る
こ
と
、
こ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
歴
史
の
中
に

生
き
、
歴
史
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
。
さ
ぁ

皆
さ
ん
、
一
緒
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

新潟国際情報大学
学長　野崎　茂

誠
実
に
本
分
を
尽
く
す
毎
日
を
積
み
重
ね
よ
う

し
ょ
う
け
つ

―
 

困
難
乗
り
越
え
世
界
史
の
中
を
生
き
る
た
め
に 　

昨
年
度
で
退
官
さ
れ
た
高
木
義
和

元
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
に
、
新

潟
国
際
情
報
大
学
名
誉
教
授
の
称
号

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
木
名
誉
教
授
は
、
１
９
９
６
年

着
任
か
ら
24
年
間
に
渡
り
、
情
報
シ

ス
テ
ム
学
科
教
員
と
し
て
、
情
報
を

効
果
的
に
利
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
情
報
論
、
情
報
検
索
、
情
報
文

化
の
3
科
目
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
の
設

立
、
カ
ナ
ダ
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
立
ち

上
げ
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
の
Ｉ
Ｔ
企
業

調
査
、
パ
ソ

コ
ン
学
の
教

科
書
作
成
な

ど
授
業
以
外

で
も
、
本
学

の
発
展
に
大

い
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
3
月
の
卒
業
式
、
4
月
の
入
学
式

が
中
止
と
な
り
、
前
期
授
業
は
よ
う
や
く
6

月
に
入
り
、
一
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
対
面
形

式
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
授
業
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ

る
、
後
期
に
実
施
を
予
定
し
て
い
た
派
遣
留

学
・
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
も
大
変
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
報
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
た

り
、
日
々
刻
々
と
状
況
が
変
化
し
て
い
く
中

で
本
学
が
一
丸
と
な
り
、
在
学
生
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
様
子
を
後
世
に
残
す
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

高木元教授に名誉教授授与

潟
海
岸
の
砂
浜
は
海
岸
侵
食
に

よ
っ
て
完
全
に
消
失
し
、
現
在

と
は
全
く
異
な
る
景
観
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

は
人
工
的
に
砂
浜
を
侵
食
以
前

の
状
態
に
戻
す
た
め
に
１
９
８

０
年
代
前
後
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
砂
浜
回
復
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
浜
崖
は
、
こ
の
よ
う

に
30
〜
40
年
か
け
て
回
復
さ
せ

て
き
た
砂
浜
が
、
ほ
と
ん
ど
一

瞬
に
し
て
波
に
消
え
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

自
然
現
象
に
は
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
背
後
に
見
え
隠
れ

す
る
人
間
の
影
響
を
考
え
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
国
際
文
化
学
科
　

　
　
　  

教
授
　
澤
口 

晋
一
）

bow
 W
orld Project

」
の
学
生
13
人

が
、
岩
室
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
着
手
し
、
同
地
域
に
関
わ
る
人
々

と
の
交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
産
自
動
車
の
協
力
を
得
て
、
電
気
自

動
車「
日
産
リ
ー
フ
」1
台
を
10
月
ま
で

に
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

環
境
に
配
慮
し
た
車
を
、
平
日
は
学
生

が
活
動
に
利
用
し
、
週
末
は
岩
室
地
域

で
観
光
客
に
貸

し
出
し
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
温
泉

×
大
学
×
電
気

自
動
車
、
観
光
×
教
育
×
環
境
を
融
合

す
る
、
全
国
的
に
例
の
な
い
実
証
事
業

と
し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

（
地
域
連
携
委
員
長

　
　
　
国
際
文
化
学
科

　
　
　
　
　
准
教
授
　
山
田 

裕
史
）

（
入
試
・
広
報
課
　
清
水 

岳
）

本
学
も「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」目
指
し
て
参
加

岩
室
温
泉
地
区
の
課
題
を
探
る

青山海岸に出現した浜崖
（2020年3月23日・澤口教授撮影）

今後活用する電気自動車と記念写真に収まる協議会メンバー

に
し
か
ん
地
域
循
環
共
生
圏
協
議
会
が
発
足

あ
と
が
き
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3
月
5
日　

第
1
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
（
以
下
対
策
本
部
会
議
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

・
卒
業
式
（
3
月
21
日
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
予
定
）
中
止
決
定
↓

学
部
別
学
位
記
授
与
（
本
校
）

3
月
11
日　

第
2
回
対
策
本
部
会
議

・
令
和
2
年
度
入
学
式
（
4
月
1
日
）
の
延
期

・
授
業
開
始
を
延
期
し
、
4
月
27
日
〜
と
す
る

４
月
１
日　

第
3
回
対
策
本
部
会
議

・
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
全
学
に
不
要
不
急
の

外
出
の
自
粛
を
促
す

・
遠
隔
授
業
の
導
入
を
決
定
（
シ
ス
テ
ム
検
討
）

4
月
10
日　

第
4
回
対
策
本
部
会
議

・
延
期
し
た
入
学
式
の
中
止
を
決
定

・
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
決
定

・
教
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て
、

4
月
3
日
付
け
の
自
粛
通
知
の
期
間
延
長
を
決
定
。

4
月
16
日　

第
5
回
対
策
本
部
会
議

・
前
期
授
業
は
原
則
遠
隔
授
業
（
教
員
は
教
室
・
研
究
室
、

在
宅
問
わ
ず
）
と
す
る
。
学
生
の
入
校
は
禁
止
（
制
限
解

除
あ
り
）
。
た
だ
し
、
感
染
が
沈
静
化
し
た
場
合
は
変
更

も
あ
り
。

・
緊
急
事
態
宣
言
地
域
在
住
の
非
常
勤
講
師
、
及
び
学
外
講

師
の
授
業
は
学
外
か
ら
の
遠
隔
の
み
と
す
る
。
海
外
在
住

者
も
禁
止
。

4
月
19
日　

第
6
回
対
策
本
部
会
議

・
新
潟
県
が
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
と
な
り
、

4
月
17
日
の
県
知
事
の
指
針
（
大
学
に
関
す
る
要
請
は
な

い
が
）
に
従
い
、
教
職
員
学
生
の
外
出
の
自
粛
要
請
を
継

続
。
4
月
20
日
学
長
名
に
よ
る
学
生
へ
の
健
康
管
理
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
禁
止
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
自
粛
要
請
が
発
信
さ

れ
た
。

・
4
月
22
日
、
23
日
は
当
初
予
定
の「
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
中
止
し
、
「
遠
隔
授
業
用
P
C
配
布
会
」
を
行
う
。

・
前
期
教
科
書
の
対
面
販
売
を
取
り
や
め
、
郵
送
と
す
る
。

4
月
21
日　

第
7
回
対
策
本
部
会
議

・
遠
隔
授
業
導
入
の
確
認

4
月
22
日
、
23
日　

新
入
生
P
C
配
布
会
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

開
催

4
月
23
日　

新
潟
市
長
中
原
八
一
氏
来
学
。
理
事
長
、学
長
、

森
理
事
、
佐
々
木
事
務
局
長
に
大
学
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
対
策
へ
の
協
力
要
請
。

4
月
24
日　

P
C
サ
ポ
ー
ト
室
に
遠
隔
授
業
相
談
用
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
4
月
24
日
〜
27
日
問
い
合
わ
せ
57

件
、
い
ず
れ
も
解
決
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
し
。

本
学
の「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」対
策
の
記
録

4
月
25
日　

入
学
式
中
止

4
月
27
日　

遠
隔
授
業
開
始

5
月
5
日　

第
8
回
対
策
本
部
会
議

・
5
月
4
日
全
国
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
―
新
潟
県
の
方
針

を
確
認

　

原
則
5
月
31
日
ま
で
入
校
禁
止
。た
だ
し
4
年
次
に
限
り
、

施
設
の
一
部
を
開
放
（
図
書
館
：
卒
業
研
究
の
た
め
の
資

料
検
索
、
情
報
セ
ン
タ
ー
：
プ
リ
ン
ト
、
学
生
会
館
：
証

明
書
発
行
）
。

・
ゼ
ミ
、
卒
業
論
文
指
導
に
つ
い
て
は
、
担
当
教
員
が
対
面

指
導
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
例
外
的
に
認
め
る
。

5
月
7
日　

臨
時
常
務
理
事
会
開
催

・
全
学
生
（
休
学
生
を
除
く
）
に
一
律
5
万
円
の
修
学
支
援

金
の
給
付（
案
）を
ま
と
め
る
。
6
月
29
日
理
事
会
決
定
。

5
月
15
日　

第
9
回
対
策
本
部
会
議

・
全
国
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

　

1
年
次
の
基
礎
ゼ
ミ
を
1
回
対
面
授
業
で
実
施
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
条
件
や
大
学
施
設
の
利
用
基
準
の
見

直
し
を
図
っ
た
。

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
7
・
8
月
）
は
、
対
面
、

w
e
b
両
方
準
備
す
る
。

5
月
25
日　

第
10
回
対
策
本
部
会
議

・
課
外
活
動
を
許
可
制
で
認
め
る
。

・
図
書
館 

月
〜
土 

9
：
00
〜
17
：
00
、
Ｐ
Ｃ
教
室
・
ナ
ビ

広
場 

月
〜
金 

9
：
00
〜
18
：
00
で
開
放
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
入
学

式
は
中
止
、
授
業
は
遠
隔
、
日

常
生
活
は
行
動
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
委
員
会
で
は
、
新
入
生
の
不
安
を

少
し
で
も

解
消
し
よ

う
と
、「
Ｎ

Ｕ
Ｉ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
新
入
生
歓
迎
Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ 

２
０
２
０
」
を
企
画
し
、
遠
隔

会
議
シ
ス
テ
ム
Ｗ
e
ｂ
ｅ
ｘ
を
使
っ

た
„
歓
迎
会
“
を
、
6
月
15
日
か
ら

18
日
ま
で
に
４
回
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
時
間
は
毎
回
昼
休
み
の
30
分

程
度
で
、
案
内
役
は
先
輩
学
生
が
担

当
。
学
長
、学
部
長
と
の
交
流
や
学

内
見
学
、大
学
生
活
で
の
疑
問
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
先
輩
に
聞
く
な
ど
、
様

々
な
情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
知
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
学
内
ミ
ニ
ツ
ア
ー
も
行

わ
れ
、
ウ
ェ
ブ
で
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
、
5
人
の
先
輩
と
質
疑

を
交
わ
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
今
年
３

月
以
降
の
合
同
企
業
説
明
会
は
次
々
と
中

止
さ
れ
る
な
ど
、
就
職
活
動
は
大
き
く
変

容
し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
企
業
と
接
す

る
機
会
が

失
わ
れ
、

何
を
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
な
ど
、

不
安
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
こ

と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で

は
緊
急
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
し
、
「
進
路
に
向
か
い
今
す

べ
き
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、学
生

の
不
安
払
拭
を
図
り
ま
し
た
。

　

企
業
の
応
募
期
間
が
集
中
す

る
4
月
末
に
は
、
対
象
と
な
る

学
生
全
員
に
履
歴
書
を
無
料
配

布
。
就
職
指
導
で
は
、
対
面
式

で
実
施
し
て
い
た
相
談
、
履
歴
書
添
削
、

面
接
練
習
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
か
ら
は
企
業
説
明
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
、週
に
1
回
、3
社
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。
6
月
に

は
県
内
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
県
内
企

業
に
限
り
、

対
面
で
の
企

業
説
明
会
を

再
開
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
学

生
が
安
心
し

満
足
で
き
る

就
職
活
動
を

送
れ
る
よ

う
、
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
す
。

　

授
業
に
関
す
る
各
種
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
中
止
と
な
り
、
授
業
開
始
も

4
月
6
日
か
ら
4
月
27
日
へ
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
形

態
に
関
し
て
も
、
大
学
へ
通

っ
て
対
面
授
業
を
行
う
と
い

う
、
日
常
的
な
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
多
く
の
当
た
り

前
の
生
活
が
失
わ
れ
る
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

本
学
で
は
「
学
び
を
止
め
な

い
」
教
育
方
針
の
も
と
、
い

ち
早
く
遠
隔
授
業
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

遠
隔
授
業
は
、
遠
隔
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
受
講
す
る
同
期

型
授
業（
ラ
イ
ブ
授
業
）と
、

レ
ポ
ー
ト
課
題
や
授
業
を
あ

ら
か
じ
め
録
画
し
た
も
の
を

学
生
が
自
由
な
時
間
に
受
講

で
き
る
非
同
期
型
授
業
の
2

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
本
学
は
ラ
イ
ブ
授
業
を
実
現

す
る
た
め
、
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

「Cisco W
ebex

」
の
導
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
操
作
を
覚

え
る
こ
と
や
授
業
構
成
の
見
直
し

等
、
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。休
日
夜
間
問
わ
ず
、多
く
の
教

員
が
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
、
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を

模
擬
授
業
と
し
て
実
施
し
、

準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
が
実
り
、

導
入
週
に
お
い
て
３
４
１
講

義
中
３
２
０
講
義
（
93
．8

％
）
が
ラ
イ
ブ
授
業
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
対
面
授
業

と
同
じ
時
間
帯
で
授
業
を
行

う
こ
と
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム

を
維
持
し
、
双
方
向
型
の
教

育
を
実
現
す
る
こ
と
で
質
の

高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
大
学
で
は
、
G
W

明
け
か
ら
の
授
業
開
始
が
多

い
中
、
早
い
日
程
で
授
業
を

開
始
し
、
G
W
も
返
上
し
て

学
修
の
遅
れ
を
挽
回
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
い

け
ば
、7
月
31
日
で
終
了
し
、

当
初
の
予
定
よ
り
1
週
間
程
度
の

遅
れ
で
前
期
授
業
は
終
了
し
ま

す
。
後
期
授
業
開
始
の
9
月
18
日

ま
で
の
間
、
授
業
に
つ
い

て
い
け
な
か
っ
た
学
生
を

支
援
す
る
期
間
と
し
て
、

十
分
な
日
程
を
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
科
書
に
関
し

て
は
、
送
料
や
手
数
料
を

す
べ
て
大
学
負
担
と
し
、

学
生
が
指
定
す
る
場
所
へ

郵
送
す
る
こ
と
で
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
た
。

　

学
修
面
だ
け
で
な
く
修
学
支

援
、学
生
相
談
、遠
隔
授
業
支
援
な

ど
、
学
費
面
や
メ
ン
タ
ル
面
な
ど

も
含
め
た
多
岐
に
わ
た
る
学

生
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

独
自
の
修
学
支
援
金
給
付

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔

授
業
と
い
う
慣
れ
な
い
授
業

形
態
を
強
い
ら
れ
る
状
況
に

加
え
、
世
帯
収
入
や
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
の
減
少
な
ど
で
修

学
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
学
生
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
、
少
し
で

も
修
学
支
援
の
一
助
と
な
る

よ
う
、
全
学
生
に
一
律
5
万

円
を
給
付
（
返
還
不
要
）
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
速
や
か

に
お
手
元
に
届
く
よ
う
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
の
修
学
支
援
新
制
度

　

国
が
進
め
る
給
付
型
の

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
6
月

3
日
に
説
明
会
を
本
校
（
37
名
参

加
）
お
よ
び
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

（
１
０
９
名
参
加
）
で
同
時
開
催

し
ま
し
た
。
定
期
採
用
だ
け

で
な
く
、
家
計
急
変
の
場
合

も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

本
学
の
給
付
型
奨
学
金

　

学
費
臨
時
給
付
奨
学
金
や

20
ｔ
ｈ
記
念
奨
学
金
な
ど
、

既
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
奨

学
金
で
す
。
「
修
学
支
援
新

制
度
」
と
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
同
制
度
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
学
務
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
相
談

　

感
染
症
拡
大
に
よ
る
行
動
制
限

や
自
粛
要
請
な
ど
の
影
響
で
、
不

安
や
ス
ト
レ
ス
、
焦
り
や
恐
怖
を

感
じ
る
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
面
に
も

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
大
学

へ
足
を
運
べ
な
い
学
生
に
対

し
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
相
談

で
き
る
窓
口
を
開
設
し
、
6

月
か
ら
は
臨
床
心
理
士
に
よ

る
学
生
相
談
も
再
開
し
ま
し

た
。
学
生
の
心
と
身
体
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

　

遠
隔
授
業
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
や
質
問
に
対
応
す
る
た

め
に
新
設
し
ま
し
た
。
遠
隔

授
業
で
問
題
が
発
生
し
た
際

は
、
即
時
対
応
で
き
る
セ
ン

タ
ー
で
す
。
ま
た
、
自
宅
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
学
生
に
は
、
W
i
–
F
i

ル
ー
タ
ー
の
無
償
貸
し
出
し

を
実
施
す
る
な
ど
、
遠
隔
授
業
支

援
の
た
め
に
万
全
の
態
勢
を
整
え

て
い
ま
す
。

「学びを止めない」修学支援を全学挙げて「コロナ禍」に対応
遠
隔
授
業

トラブルもなくスタートした遠隔授業

 5月29日から修学支援給付を開始

学
生
支
援

94％をライブ授業で実施

心と体を守る相談窓口開設

　

堀
川
ゼ
ミ
で
は
、
遠
隔

授
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

す
試
み
と
し
て
「
Ｗ
e
ｂ

ｅ
ｘ　

4
学
年
合
同
ラ
ン

チ
・
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
後
輩
た
ち

は
サ
ー
ク
ル
や
就

活
な
ど
に
つ
い
て

自
由
に
質
問
し
、

先
輩
か
ら
は
様
々

な
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
4

学
年
合
同
で
の
交

流
は
例
の
な
い
機

会
な
の
で
、
4
年

次
生
に
と
っ
て
も
、

就
活
の
息
抜
き
に

な
る
楽
し
い
時
間

の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
1
年
ゼ

ミ
で
は
「
Ｗ
e
ｂ

ｅ
ｘ　

ゼ
ミ
内
座

談
会
」
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
1
年

次
は
ま
だ
大
学
で

は
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
、
休
み
時
間
の
お

し
ゃ
べ
り
の
よ
う
な
交
流

の
機
会
を
作
っ
て
い
ま

す
。
1
人
暮
ら
し
の
悩
み

解
決
と
し
て
料
理
の
レ
シ

ピ
交
換
を
し
た
り
、
サ
ー

ク
ル
・
部
活
は
何
に
入
り

た
い
か
を
話
し
た
り
、
話

題
は
様
々
で
す
。

　

授
業
内
容
に
よ
っ
て
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

な
ど
も
併
用
し
て
い
ま
す

が
、
感
心
す
る
の
は
学
生

た
ち
の
順
応
す
る

力
の
高
さ
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
使
い
こ
な
し

て
自
主
的
な
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

も
行
っ
て
い
ま

す
。
ツ
ー
ル
の
面

だ
け
で
は
な
く
、

教
員
が
少
し
だ
け

工
夫
を
し
て
交
流

の
機
会
や
デ
ジ
タ

ル
な
場
所
を
つ
く

る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
学
生
た
ち
は

そ
れ
を
有
効
活
用

で
き
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
を

生
き
る
学
生
た
ち

の
た
め
に
、
「
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

の
学
生
同
士
の
交
流
機
会

も
充
実
さ
せ
ら
れ
た
ら
と

考
え
ま
す
。

　

拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、

本
学
は
野
崎
茂
学
長
を
本
部
長
と
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
」
を
3
月
4
日
付
け
で
設
置
。
「
学
び
を
止
め

な
い
」
教
育
方
針
の
も
と
、
全
学
生
に
「
修
学
支
援
金
」
を
配
布

し
、教
職
員
、学
生
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
本
学
の
「
コ

ロ
ナ
禍
」
対
応
を
ま
と
め
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン・ゼ
ミ

キ
ャ
リ
ア
支
援

目を見張る学生の順応力
「Withコロナ」見据えた試み

（
国
際
文
化
学
科 

講
師 

　
　
　
　
　
　 

　
堀
川 

祐
里
）

左上：防止対策を施した事務局窓口　右上：中原市長（左端）より協力要請をうける学長（右端）
左下：テーブル椅子を間引いた食堂　右下：コンピュータの間にも間仕切り

慣れない環境の中、
就職のポイントを説明する西脇課長

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交
流

企
業
説
明
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化

新入生と楽しくコミュニケーションをとる
小林学部長（右）と在学生

Web歓迎会
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3
月
5
日　

第
1
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
（
以
下
対
策
本
部
会
議
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

・
卒
業
式
（
3
月
21
日
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
予
定
）
中
止
決
定
↓

学
部
別
学
位
記
授
与
（
本
校
）

3
月
11
日　

第
2
回
対
策
本
部
会
議

・
令
和
2
年
度
入
学
式
（
4
月
1
日
）
の
延
期

・
授
業
開
始
を
延
期
し
、
4
月
27
日
〜
と
す
る

４
月
１
日　

第
3
回
対
策
本
部
会
議

・
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
全
学
に
不
要
不
急
の

外
出
の
自
粛
を
促
す

・
遠
隔
授
業
の
導
入
を
決
定
（
シ
ス
テ
ム
検
討
）

4
月
10
日　

第
4
回
対
策
本
部
会
議

・
延
期
し
た
入
学
式
の
中
止
を
決
定

・
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
決
定

・
教
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て
、

4
月
3
日
付
け
の
自
粛
通
知
の
期
間
延
長
を
決
定
。

4
月
16
日　

第
5
回
対
策
本
部
会
議

・
前
期
授
業
は
原
則
遠
隔
授
業
（
教
員
は
教
室
・
研
究
室
、

在
宅
問
わ
ず
）
と
す
る
。
学
生
の
入
校
は
禁
止
（
制
限
解

除
あ
り
）
。
た
だ
し
、
感
染
が
沈
静
化
し
た
場
合
は
変
更

も
あ
り
。

・
緊
急
事
態
宣
言
地
域
在
住
の
非
常
勤
講
師
、
及
び
学
外
講

師
の
授
業
は
学
外
か
ら
の
遠
隔
の
み
と
す
る
。
海
外
在
住

者
も
禁
止
。

4
月
19
日　

第
6
回
対
策
本
部
会
議

・
新
潟
県
が
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
と
な
り
、

4
月
17
日
の
県
知
事
の
指
針
（
大
学
に
関
す
る
要
請
は
な

い
が
）
に
従
い
、
教
職
員
学
生
の
外
出
の
自
粛
要
請
を
継

続
。
4
月
20
日
学
長
名
に
よ
る
学
生
へ
の
健
康
管
理
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
禁
止
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
自
粛
要
請
が
発
信
さ

れ
た
。

・
4
月
22
日
、
23
日
は
当
初
予
定
の「
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
中
止
し
、
「
遠
隔
授
業
用
P
C
配
布
会
」
を
行
う
。

・
前
期
教
科
書
の
対
面
販
売
を
取
り
や
め
、
郵
送
と
す
る
。

4
月
21
日　

第
7
回
対
策
本
部
会
議

・
遠
隔
授
業
導
入
の
確
認

4
月
22
日
、
23
日　

新
入
生
P
C
配
布
会
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

開
催

4
月
23
日　

新
潟
市
長
中
原
八
一
氏
来
学
。
理
事
長
、学
長
、

森
理
事
、
佐
々
木
事
務
局
長
に
大
学
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
対
策
へ
の
協
力
要
請
。

4
月
24
日　

P
C
サ
ポ
ー
ト
室
に
遠
隔
授
業
相
談
用
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
4
月
24
日
〜
27
日
問
い
合
わ
せ
57

件
、
い
ず
れ
も
解
決
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
し
。

本
学
の「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」対
策
の
記
録

4
月
25
日　

入
学
式
中
止

4
月
27
日　

遠
隔
授
業
開
始

5
月
5
日　

第
8
回
対
策
本
部
会
議

・
5
月
4
日
全
国
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
―
新
潟
県
の
方
針

を
確
認

　

原
則
5
月
31
日
ま
で
入
校
禁
止
。た
だ
し
4
年
次
に
限
り
、

施
設
の
一
部
を
開
放
（
図
書
館
：
卒
業
研
究
の
た
め
の
資

料
検
索
、
情
報
セ
ン
タ
ー
：
プ
リ
ン
ト
、
学
生
会
館
：
証

明
書
発
行
）
。

・
ゼ
ミ
、
卒
業
論
文
指
導
に
つ
い
て
は
、
担
当
教
員
が
対
面

指
導
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
例
外
的
に
認
め
る
。

5
月
7
日　

臨
時
常
務
理
事
会
開
催

・
全
学
生
（
休
学
生
を
除
く
）
に
一
律
5
万
円
の
修
学
支
援

金
の
給
付（
案
）を
ま
と
め
る
。
6
月
29
日
理
事
会
決
定
。

5
月
15
日　

第
9
回
対
策
本
部
会
議

・
全
国
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

　

1
年
次
の
基
礎
ゼ
ミ
を
1
回
対
面
授
業
で
実
施
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
条
件
や
大
学
施
設
の
利
用
基
準
の
見

直
し
を
図
っ
た
。

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
7
・
8
月
）
は
、
対
面
、

w
e
b
両
方
準
備
す
る
。

5
月
25
日　

第
10
回
対
策
本
部
会
議

・
課
外
活
動
を
許
可
制
で
認
め
る
。

・
図
書
館 

月
〜
土 

9
：
00
〜
17
：
00
、
Ｐ
Ｃ
教
室
・
ナ
ビ

広
場 

月
〜
金 

9
：
00
〜
18
：
00
で
開
放
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
入
学

式
は
中
止
、
授
業
は
遠
隔
、
日

常
生
活
は
行
動
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
委
員
会
で
は
、
新
入
生
の
不
安
を

少
し
で
も

解
消
し
よ

う
と
、「
Ｎ

Ｕ
Ｉ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
新
入
生
歓
迎
Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ 

２
０
２
０
」
を
企
画
し
、
遠
隔

会
議
シ
ス
テ
ム
Ｗ
e
ｂ
ｅ
ｘ
を
使
っ

た
„
歓
迎
会
“
を
、
6
月
15
日
か
ら

18
日
ま
で
に
４
回
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
時
間
は
毎
回
昼
休
み
の
30
分

程
度
で
、
案
内
役
は
先
輩
学
生
が
担

当
。
学
長
、学
部
長
と
の
交
流
や
学

内
見
学
、大
学
生
活
で
の
疑
問
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
先
輩
に
聞
く
な
ど
、
様

々
な
情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
知
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
学
内
ミ
ニ
ツ
ア
ー
も
行

わ
れ
、
ウ
ェ
ブ
で
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
、
5
人
の
先
輩
と
質
疑

を
交
わ
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
今
年
３

月
以
降
の
合
同
企
業
説
明
会
は
次
々
と
中

止
さ
れ
る
な
ど
、
就
職
活
動
は
大
き
く
変

容
し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
企
業
と
接
す

る
機
会
が

失
わ
れ
、

何
を
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
な
ど
、

不
安
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
こ

と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で

は
緊
急
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
し
、
「
進
路
に
向
か
い
今
す

べ
き
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、学
生

の
不
安
払
拭
を
図
り
ま
し
た
。

　

企
業
の
応
募
期
間
が
集
中
す

る
4
月
末
に
は
、
対
象
と
な
る

学
生
全
員
に
履
歴
書
を
無
料
配

布
。
就
職
指
導
で
は
、
対
面
式

で
実
施
し
て
い
た
相
談
、
履
歴
書
添
削
、

面
接
練
習
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
か
ら
は
企
業
説
明
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
、週
に
1
回
、3
社
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。
6
月
に

は
県
内
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
県
内
企

業
に
限
り
、

対
面
で
の
企

業
説
明
会
を

再
開
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
学

生
が
安
心
し

満
足
で
き
る

就
職
活
動
を

送
れ
る
よ

う
、
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
す
。

　

授
業
に
関
す
る
各
種
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
中
止
と
な
り
、
授
業
開
始
も

4
月
6
日
か
ら
4
月
27
日
へ
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
形

態
に
関
し
て
も
、
大
学
へ
通

っ
て
対
面
授
業
を
行
う
と
い

う
、
日
常
的
な
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
多
く
の
当
た
り

前
の
生
活
が
失
わ
れ
る
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

本
学
で
は
「
学
び
を
止
め
な

い
」
教
育
方
針
の
も
と
、
い

ち
早
く
遠
隔
授
業
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

遠
隔
授
業
は
、
遠
隔
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
受
講
す
る
同
期

型
授
業（
ラ
イ
ブ
授
業
）と
、

レ
ポ
ー
ト
課
題
や
授
業
を
あ

ら
か
じ
め
録
画
し
た
も
の
を

学
生
が
自
由
な
時
間
に
受
講

で
き
る
非
同
期
型
授
業
の
2

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
本
学
は
ラ
イ
ブ
授
業
を
実
現

す
る
た
め
、
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

「Cisco W
ebex

」
の
導
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
操
作
を
覚

え
る
こ
と
や
授
業
構
成
の
見
直
し

等
、
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。休
日
夜
間
問
わ
ず
、多
く
の
教

員
が
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
、
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を

模
擬
授
業
と
し
て
実
施
し
、

準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
が
実
り
、

導
入
週
に
お
い
て
３
４
１
講

義
中
３
２
０
講
義
（
93
．8

％
）
が
ラ
イ
ブ
授
業
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
対
面
授
業

と
同
じ
時
間
帯
で
授
業
を
行

う
こ
と
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム

を
維
持
し
、
双
方
向
型
の
教

育
を
実
現
す
る
こ
と
で
質
の

高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
大
学
で
は
、
G
W

明
け
か
ら
の
授
業
開
始
が
多

い
中
、
早
い
日
程
で
授
業
を

開
始
し
、
G
W
も
返
上
し
て

学
修
の
遅
れ
を
挽
回
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
い

け
ば
、7
月
31
日
で
終
了
し
、

当
初
の
予
定
よ
り
1
週
間
程
度
の

遅
れ
で
前
期
授
業
は
終
了
し
ま

す
。
後
期
授
業
開
始
の
9
月
18
日

ま
で
の
間
、
授
業
に
つ
い

て
い
け
な
か
っ
た
学
生
を

支
援
す
る
期
間
と
し
て
、

十
分
な
日
程
を
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
科
書
に
関
し

て
は
、
送
料
や
手
数
料
を

す
べ
て
大
学
負
担
と
し
、

学
生
が
指
定
す
る
場
所
へ

郵
送
す
る
こ
と
で
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
た
。

　

学
修
面
だ
け
で
な
く
修
学
支

援
、学
生
相
談
、遠
隔
授
業
支
援
な

ど
、
学
費
面
や
メ
ン
タ
ル
面
な
ど

も
含
め
た
多
岐
に
わ
た
る
学

生
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

独
自
の
修
学
支
援
金
給
付

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔

授
業
と
い
う
慣
れ
な
い
授
業

形
態
を
強
い
ら
れ
る
状
況
に

加
え
、
世
帯
収
入
や
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
の
減
少
な
ど
で
修

学
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
学
生
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
、
少
し
で

も
修
学
支
援
の
一
助
と
な
る

よ
う
、
全
学
生
に
一
律
5
万

円
を
給
付
（
返
還
不
要
）
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
速
や
か

に
お
手
元
に
届
く
よ
う
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
の
修
学
支
援
新
制
度

　

国
が
進
め
る
給
付
型
の

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
6
月

3
日
に
説
明
会
を
本
校
（
37
名
参

加
）
お
よ
び
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

（
１
０
９
名
参
加
）
で
同
時
開
催

し
ま
し
た
。
定
期
採
用
だ
け

で
な
く
、
家
計
急
変
の
場
合

も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

本
学
の
給
付
型
奨
学
金

　

学
費
臨
時
給
付
奨
学
金
や

20
ｔ
ｈ
記
念
奨
学
金
な
ど
、

既
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
奨

学
金
で
す
。
「
修
学
支
援
新

制
度
」
と
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
同
制
度
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
学
務
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
相
談

　

感
染
症
拡
大
に
よ
る
行
動
制
限

や
自
粛
要
請
な
ど
の
影
響
で
、
不

安
や
ス
ト
レ
ス
、
焦
り
や
恐
怖
を

感
じ
る
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
面
に
も

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
大
学

へ
足
を
運
べ
な
い
学
生
に
対

し
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
相
談

で
き
る
窓
口
を
開
設
し
、
6

月
か
ら
は
臨
床
心
理
士
に
よ

る
学
生
相
談
も
再
開
し
ま
し

た
。
学
生
の
心
と
身
体
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

　

遠
隔
授
業
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
や
質
問
に
対
応
す
る
た

め
に
新
設
し
ま
し
た
。
遠
隔

授
業
で
問
題
が
発
生
し
た
際

は
、
即
時
対
応
で
き
る
セ
ン

タ
ー
で
す
。
ま
た
、
自
宅
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
学
生
に
は
、
W
i
–
F
i

ル
ー
タ
ー
の
無
償
貸
し
出
し

を
実
施
す
る
な
ど
、
遠
隔
授
業
支

援
の
た
め
に
万
全
の
態
勢
を
整
え

て
い
ま
す
。

「学びを止めない」修学支援を全学挙げて「コロナ禍」に対応
遠
隔
授
業

トラブルもなくスタートした遠隔授業

 5月29日から修学支援給付を開始

学
生
支
援

94％をライブ授業で実施

心と体を守る相談窓口開設

　

堀
川
ゼ
ミ
で
は
、
遠
隔

授
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

す
試
み
と
し
て
「
Ｗ
e
ｂ

ｅ
ｘ　

4
学
年
合
同
ラ
ン

チ
・
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
後
輩
た
ち

は
サ
ー
ク
ル
や
就

活
な
ど
に
つ
い
て

自
由
に
質
問
し
、

先
輩
か
ら
は
様
々

な
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
4

学
年
合
同
で
の
交

流
は
例
の
な
い
機

会
な
の
で
、
4
年

次
生
に
と
っ
て
も
、

就
活
の
息
抜
き
に

な
る
楽
し
い
時
間

の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
1
年
ゼ

ミ
で
は
「
Ｗ
e
ｂ

ｅ
ｘ　

ゼ
ミ
内
座

談
会
」
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
1
年

次
は
ま
だ
大
学
で

は
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
、
休
み
時
間
の
お

し
ゃ
べ
り
の
よ
う
な
交
流

の
機
会
を
作
っ
て
い
ま

す
。
1
人
暮
ら
し
の
悩
み

解
決
と
し
て
料
理
の
レ
シ

ピ
交
換
を
し
た
り
、
サ
ー

ク
ル
・
部
活
は
何
に
入
り

た
い
か
を
話
し
た
り
、
話

題
は
様
々
で
す
。

　

授
業
内
容
に
よ
っ
て
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

な
ど
も
併
用
し
て
い
ま
す

が
、
感
心
す
る
の
は
学
生

た
ち
の
順
応
す
る

力
の
高
さ
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
使
い
こ
な
し

て
自
主
的
な
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

も
行
っ
て
い
ま

す
。
ツ
ー
ル
の
面

だ
け
で
は
な
く
、

教
員
が
少
し
だ
け

工
夫
を
し
て
交
流

の
機
会
や
デ
ジ
タ

ル
な
場
所
を
つ
く

る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
学
生
た
ち
は

そ
れ
を
有
効
活
用

で
き
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
を

生
き
る
学
生
た
ち

の
た
め
に
、
「
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

の
学
生
同
士
の
交
流
機
会

も
充
実
さ
せ
ら
れ
た
ら
と

考
え
ま
す
。

　

拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、

本
学
は
野
崎
茂
学
長
を
本
部
長
と
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
」
を
3
月
4
日
付
け
で
設
置
。
「
学
び
を
止
め

な
い
」
教
育
方
針
の
も
と
、
全
学
生
に
「
修
学
支
援
金
」
を
配
布

し
、教
職
員
、学
生
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
本
学
の
「
コ

ロ
ナ
禍
」
対
応
を
ま
と
め
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン・ゼ
ミ

キ
ャ
リ
ア
支
援

目を見張る学生の順応力
「Withコロナ」見据えた試み

（
国
際
文
化
学
科 

講
師 

　
　
　
　
　
　 

　
堀
川 

祐
里
）

左上：防止対策を施した事務局窓口　右上：中原市長（左端）より協力要請をうける学長（右端）
左下：テーブル椅子を間引いた食堂　右下：コンピュータの間にも間仕切り

慣れない環境の中、
就職のポイントを説明する西脇課長

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交
流

企
業
説
明
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化

新入生と楽しくコミュニケーションをとる
小林学部長（右）と在学生

Web歓迎会
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「
浜
崖
」は
、砂
浜
海
岸
に
形

成
さ
れ
る
通
常
数
10
セ
ン
チ
程

度
の
高
さ
の
小
崖
の
こ
と
で
、

新
潟
県
内
の
海
岸
に
も
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
こ
の
冬
、

新
潟
市
青
山
海
岸
に
出
現
し
た

浜
崖
は
崖
高
が
最
大
2
．
2
メ

ー
ト
ル
に
達
し
、
崖
の
長
さ
も

７
０
０
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も

の
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模

な
浜
崖
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

青
山
海
岸
で
は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

が
１
９
８
０
年
代
前
後
に
設
置

さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
こ
と
で

す
。
新
潟
日
報
、
B
S
N
に
相

次
い
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

そ
の
た
め
で
す
。

　

今
回
の
浜
崖
が
平
均
的
な
海

面
よ
り
も
5
〜
7
メ
ー
ト
ル
高

い
位
置
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
冬
の
間
に
異
常

な
暴
浪
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
崖
の
状
況
か
ら
み

て
、か
な
り
短
時
間
（
例
え
ば
、

一
晩
）
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
述
し
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
2
〜
3
メ
ー
ト
ル
も
の
厚

さ
の
砂
層
に
埋
も
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
浜
崖
の
形
成
に

と
も
な
っ
て
再
露
出
し
た
の
で

す
。
１
９
７
０
年
代
に
は
、
新

　

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
で
あ

る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
」
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
地

域
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
（
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
目
指
す
「
新
潟
に
し
か

ん
地
域
循
環
共
生
圏
協
議
会
」
が
、
3

月
31
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
に

は
、
本
学
の
ほ

か
、
岩
室
温
泉

旅
館
組
合
、
岩
室
温
泉
観
光
協
会
、
岩

室
温
泉
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む

ろ
や
、
（
一
社
）
お
ら
っ
て
に
い
が
た

市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ　

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
が
参
加
し
、
共
同
代
表

に
本
学
の
佐
々
木
寛
・
国
際
学
部
長
と

岩
室
温
泉
旅
館
組
合
の
岡
﨑
秀
・
組
合

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
こ
の
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

「
地
域
循
環
共
生
圏
」
と
い
う
、
観
光
、

教
育
、
農
業
な
ど
地
域
に
あ
る
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
な
が
ら
環
境
・
経
済
・
社

会
を
向
上
さ
せ
、
自
立
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
学
の
学
生
が
岩
室
地

域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
、

地
元
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ

た
り
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を

自
ら
見
つ
け
、
そ
の
解
決
策
を
岩
室
地
域

に
関
わ
る
多
様
な
人
々
と
と
も
に
探
求
す

る
と
い
う
内
容
で
す
。本
学
に
と
っ
て
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
新

た
な
教
育
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体
「Rain-

青山海岸に「浜崖」が出現

澤口晋一教授のレポート

一瞬で波に消えた砂浜

　

「
猖
獗
を

極
め
る
」
と

は
こ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た

の
か
。
年
明

け
早
々
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
騒
が
れ
始
め
、
3
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
特
別
措
置
法
が
成

立
。
4
月
に
は
東
京
、
神
奈
川
ほ
か
の
7
都
府

県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
か
と
思
う
間

も
な
く
、
対
象
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の

は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
間
私
た
ち
は
い
ち
早
く
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
」
を
起
ち
上

げ
、
卒
業
式
、
入
学
式
の
取
り
扱
い
や
新
年
度

の
授
業
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
詳
細

は
後
述
の
と
お
り
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
こ

ま
で
円
滑
に
進
行
中
で
す
。

　

ま
た
大
学
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
強
い
要
望
に
応
え
、
学
生
一
人

当
た
り
5
万
円
の
修
学
支
援
金
を
配

布
致
し
ま
し
た
。
大
学
と
し
て
は
こ

う
し
た
困
難
の
中
に
お
い
て
も
在
学

生
の
み
な
ら
ず
将
来
入
学
し
て
く
る

学
生
の
皆
さ
ん
に
良
好
な
施
設
、
環

境
を
整
備
維
持
し
、
そ
の
中
で
質
の

高
い
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
そ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
そ
の
中
で
取
り
得
た
精
一
杯
の
支

援
策
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
経
済
的
苦
境
に
立

た
さ
れ
学
費
等
の
納
入
に
も
難
渋
し
て
い
る
学

生
さ
ん
た
ち
が
多
い
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
こ
れ
に
対
し
て
は
政
府
に
よ
る
「
学

び
の
継
続
の
た
め
の
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」

な
ど
の
支
援
制
度
も
整
備
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
是
非
併
せ
て
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
世
界
史
の
中
を
生
き
る
」
。
お
か
し
な
言

い
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
数
か
月
の
経

験
で
そ
の
感
を
強
く
持
た
さ
れ
た
気
が
致
し
ま

す
。
災
害
列
島
日
本
の
中
で
私
た
ち
は
地
震
、

台
風
、
大
雨
な
ど
多
く
の
厄
災
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
世
界
で
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
発
生
し

メ
デ
ィ
ア
で
瞬
時
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
て

も
、
実
際
に
渦
中
に
い
な
い
限
り
、
ど
こ
か
切

り
離
さ
れ
た
遠
い
世
界
の
話
の
よ
う
に
感
じ
て

し
ま
う
。
お
ま
け
に
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ

の
記
憶
も
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
は
違
い
ま
す
。
局
地
的
な

厄
災
に
留
ま
ら
ず
瞬
時
に
世
界
中
に
伝
播
し
、

あ
た
か
も
世

界
同
時
多
発

的
に
発
生
し

た
よ
う
な
様

相
で
す
。
そ

し
て
今
な
お

世
界
の
あ
ち

こ
ち
で
進
行
中
で
す
。

　

幸
い
日
本
で
は
事
態
が
一
段
落
し
た
と
の
認

識
の
下
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
移
行
が

始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
今
後
想
定

さ
れ
て
い
る
第
2
波
、
第
3
波
へ
の
備
え
は
必

須
で
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
私
た
ち
が
出

来
る
こ
と
は
誠
実
に
本
分
を
尽
く
し
毎
日
を
送

る
こ
と
、
こ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
歴
史
の
中
に

生
き
、
歴
史
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
。
さ
ぁ

皆
さ
ん
、
一
緒
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

新潟国際情報大学
学長　野崎　茂

誠
実
に
本
分
を
尽
く
す
毎
日
を
積
み
重
ね
よ
う

し
ょ
う
け
つ

―
 

困
難
乗
り
越
え
世
界
史
の
中
を
生
き
る
た
め
に 　

昨
年
度
で
退
官
さ
れ
た
高
木
義
和

元
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
に
、
新

潟
国
際
情
報
大
学
名
誉
教
授
の
称
号

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
木
名
誉
教
授
は
、
１
９
９
６
年

着
任
か
ら
24
年
間
に
渡
り
、
情
報
シ

ス
テ
ム
学
科
教
員
と
し
て
、
情
報
を

効
果
的
に
利
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
情
報
論
、
情
報
検
索
、
情
報
文

化
の
3
科
目
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
の
設

立
、
カ
ナ
ダ
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
立
ち

上
げ
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
の
Ｉ
Ｔ
企
業

調
査
、
パ
ソ

コ
ン
学
の
教

科
書
作
成
な

ど
授
業
以
外

で
も
、
本
学

の
発
展
に
大

い
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
3
月
の
卒
業
式
、
4
月
の
入
学
式

が
中
止
と
な
り
、
前
期
授
業
は
よ
う
や
く
6

月
に
入
り
、
一
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
対
面
形

式
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
授
業
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ

る
、
後
期
に
実
施
を
予
定
し
て
い
た
派
遣
留

学
・
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
も
大
変
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
報
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
た

り
、
日
々
刻
々
と
状
況
が
変
化
し
て
い
く
中

で
本
学
が
一
丸
と
な
り
、
在
学
生
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
様
子
を
後
世
に
残
す
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

高木元教授に名誉教授授与

潟
海
岸
の
砂
浜
は
海
岸
侵
食
に

よ
っ
て
完
全
に
消
失
し
、
現
在

と
は
全
く
異
な
る
景
観
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

は
人
工
的
に
砂
浜
を
侵
食
以
前

の
状
態
に
戻
す
た
め
に
１
９
８

０
年
代
前
後
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
砂
浜
回
復
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
浜
崖
は
、
こ
の
よ
う

に
30
〜
40
年
か
け
て
回
復
さ
せ

て
き
た
砂
浜
が
、
ほ
と
ん
ど
一

瞬
に
し
て
波
に
消
え
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

自
然
現
象
に
は
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
背
後
に
見
え
隠
れ

す
る
人
間
の
影
響
を
考
え
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
国
際
文
化
学
科
　

　
　
　  

教
授
　
澤
口 

晋
一
）

bow
 W
orld Project

」
の
学
生
13
人

が
、
岩
室
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
着
手
し
、
同
地
域
に
関
わ
る
人
々

と
の
交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
産
自
動
車
の
協
力
を
得
て
、
電
気
自

動
車「
日
産
リ
ー
フ
」1
台
を
10
月
ま
で

に
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

環
境
に
配
慮
し
た
車
を
、
平
日
は
学
生

が
活
動
に
利
用
し
、
週
末
は
岩
室
地
域

で
観
光
客
に
貸

し
出
し
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
温
泉

×
大
学
×
電
気

自
動
車
、
観
光
×
教
育
×
環
境
を
融
合

す
る
、
全
国
的
に
例
の
な
い
実
証
事
業

と
し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

（
地
域
連
携
委
員
長

　
　
　
国
際
文
化
学
科

　
　
　
　
　
准
教
授
　
山
田 

裕
史
）

（
入
試
・
広
報
課
　
清
水 

岳
）

本
学
も「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」目
指
し
て
参
加

岩
室
温
泉
地
区
の
課
題
を
探
る

青山海岸に出現した浜崖
（2020年3月23日・澤口教授撮影）

今後活用する電気自動車と記念写真に収まる協議会メンバー

に
し
か
ん
地
域
循
環
共
生
圏
協
議
会
が
発
足

あ
と
が
き
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